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Kawasaki Deep Tech Accelerator

公募説明会
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株式会社ケイエスピー 30年超の研究開発型ベンチャー支援

概要 設立 1986年12月 資本金 45億円 代表取締役社長 内田裕久

従業員数 19名（役員除く）、うちインキュベーションマネージャー（IM)11名

主な

事業内容

 創業支援（レンタルオフィス・ラボの提供、起業相談、各受託事業等）

 成長支援（投資ファンド、ビジネスマッチング等）

 企業家育成（ビジネスイノベーションスクール、研修・セミナー等）

 各種イベント、国際交流

関連事業

実績

 インキュベーション入居者支援 500社超（30年間）

 投資組合投資 総額58.1億円、投資先144社、12社上場（23年間）

 ビジネススクール 600名超（28年間）

 大学等研究機関発ベンチャー設立支援（起業前からのハンズオン支援先のみ） 19社

 ビジネスマッチング 36回（2002年～、2,400超の個別面談実施）

＊2019年協創マッチングフォーラム 提案ベンチャー21社、参加者195名、個別面談161件
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【本プログラムの内容】
本アクセラレータープログラムは、大学や企業等の技術を活用して新規事業の立ち
上げを目指す個人や立ち上げ初期のベンチャー企業を対象として事業化の加速を
支援するプログラムです。このプログラムでは、様々な事業分野での事業経験や専
門的知見を有するメンターによるハンズオン支援を行います。また、プログラムの最後
にピッチイベントを開催し、投資家からの資金調達や公的機関からの競争的資金
の獲得、事業会社との提携等を実現するためのマッチングを図ります。

【本プログラムの特長】
1. スタートアップ支援の経験・実績が豊富なメンターによるハンズオン支援
2. 各支援対象者が計画する事業内容に適した投資家や事業会社とのマッチン

グ支援
3. プログラム修了後も川崎市内支援施設を中心に、継続してインキュベーション

支援を実施

IM

本プログラムの内容・特長
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IM

スケジュール
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セミナープログラム KSP ビジネスイノベーションスクール

起業に関連した知識・ノウハウを学ぶ機会を提供（Web参加可）

※KSPビジネスイノベーションスクール https://www.ksp.co.jp/hrd/school/

7月29日（水）

https://www.ksp.co.jp/hrd/school/
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メンター体制
・多面的な視点から課題をアドバイス
する伴走型メンター
・知財や財務等の専門的
なアドバイスを行うスポット
型メンターを配置

起業家の課題・ニーズKSPのIMは補助兼調整
ベンチャー取締役経験、IPO経験、
マッチングに強み
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IM
パートナーの発掘

開発戦略

事業戦略

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

資金調達

組織/体制構築

メンタリング

・各チームに１～２名の体制で伴走支援を実施し、各採択者の課題の整理、解決を目指す
・メンターに加え、KSPインキュベーションマネージャー（ＩＭ）がフォローし、KSPインキュベーショ
ンサービス、ネットワークを提供。希望者には、プログラム終了後もＩＭがフォロー

起業
投資家（ＶＣ等）・金融機関からの資金調達
事業会社とのマッチング
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メンターの紹介①
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メンターの紹介②
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メンターの紹介③
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メンターの紹介④

※今後も応募テーマ等に合わせて追加予定（公式サイトにて公開）
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サポーター機関
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フォローアップ

希望者に対して、プログラム後も下記のようなサポートを実施（別途審査等あり）

KSPインキュベーションマネージャー（ＩＭ）による継続フォロー
株式会社ケイエスピーによる自己勘定出資（上限500万円）

＊設立時出資、投資ファンド前のシード期、安定株主
＊KSP事業に関係のある先が対象の事業

ＡＳＰＡ（アジアサイエンスパーク協会）アワードへ推薦（下記写真）
＊アジア地域での産業・技術面での交流促進
＊2020年秋頃、マレーシア（2019年は台湾開催）

独シュタインバイス大プログラムの活用を検討
＊企業の課題解決プログラム

ＫＳＰ運営ファンドによる投資
事業会社、ベンチャーキャピタル、金融機関等の紹介
クラウドファンディングの紹介

ＡＳＰＡアワード

グランプリ 動物ｱﾚﾙｷﾞｰ検査 増田社長（理研発ﾍﾞﾝﾁｬｰ）
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支援スタートアップの対象

採択予定件数 10件

エントリー条件
（１）次のいずれかを満たす個人、もしくは中小企業

ア ２０２１年６月頃までに会社設立を目指している個人

イ エクイティ形式の資本調達金額が1億円以内の企業

（２）デバイス、モビリティ、ロボット、医療・ライフサイエンス、

介護・ウェルフェア、エネルギー、AI、IoT、航空、宇宙等の

技術開発分野に取り組んでいる者

＊事業化に向けた課題及び方針を設定している

＊事業化のためのコア技術を有する、もしくは利用可能である

＊本プログラムにより事業化の実現可能性が高まる

（３）将来的に川崎市内で事業化を行う可能性がある者
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2019年度 採択者の一覧

採択企業名 代表者名 事業テーマ メンター

（株）チューン 喜多 理王
顕微鏡イメージング用の高分子超薄膜の開
発

隅田剣生

（株）396バイオ※ 木苗 貴秀
有用イソプレノイドを生産する
光駆動スマートセルの開発

勝本健治、隅田剣生

（株）Ampametry※ 有澤 哲 AMPA-PET技術の開発 足立昌聰

AssistMotion（株） 橋本 稔
超高齢化社会を救う、人に優しい
“着る”ロボットの開発

福島泰三、五内川拡史

STAND Therapeutics（株）※ 樺山 博之
安定細胞内抗体の作製技術を用いた
疾患治療薬の開発

猪股裕二

アンヴァール（株） 櫻井 重利
海水からの有用物質抽出法の開発、
CO２資源化方式の開発

黒田智生

メディカルメカニカ（株） 緒方 法親
注射針の先端にとりつけられる顕微鏡
電気顕微鏡の開発

竹居邦彦、原田憲一

ロボセンサー技研（株） 大村 昌良 計測の常識を変える独自センサー技術の開発金子大介

（株）S&Kバイオファーマ※ 加賀谷 伸治
分子標的薬としての血中安定性を向上させた
新規ヒトラクトフェリン製剤の開発

松田直人、黒田智生

アドリアカイム（株） 小林 正敏 心筋梗塞領域縮小システム（ARiS)の開発 前田信敏、栗田秀臣

（順不同）

本プログラムの成果
①新規創業※４社 ②資金調達１社 ③ＮＤＡ締結１社 ④グラント獲得３社 など
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応募方法①

公式ホームページ（https://www.ksp.co.jp/kawasaki-deeptech/ ）の「応募フォーム」よりご応募いただけます

公募期限：2020年6月15日（月）正午 1次募集締切
2020年6月29日（月）正午 2次募集締切

1次募集締切までにご応募の方には、最終締切までにビジネスプランのブラッシュアップをサポートさせていただきます。

https://www.ksp.co.jp/kawasaki-deeptech/
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応募方法②

現時点で予定が具体的になっていなくても、
今後の計画・可能性があれば結構です。
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応募方法③

既存資料で結構ですので、ご計画の開発・
事業内容、申請者の略歴に関する資料を
添付ください。
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お問い合せ

事務局【本事業への申込・審査方法等プログラム全般について】
担 当 株式会社ケイエスピー 飯沼、白石、中村
メール k-accel@ksp.or.jp
電 話 044-819-2001

川崎市担当【その他本事業の趣旨等について】
担 当 経済労働局イノベーション推進室 一ノ瀬、池田
メール 28sozo@city.kawasaki.jp
電 話 044-200-2407

皆様のご応募をお待ちしております。


